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「
災
害
対
策

基
本
法
」と

減
災

本
講
座
第
３
回
で
は
、法
学
の
視
点
か
ら

「
減
災
」の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
、国
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は

２
０
０
０
近
く
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

減
災
に
関
わ
っ
て
い
る
法
律
も
相
当
数
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
が
、

今
回
は
、そ
の
中
か
ら「
災
害
対
策
基
本
法
」に
注
目
し
、

減
災
に
向
け
た
諸
問
題
が
、法
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

解
決
の
糸
口
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
と
そ
の
意
義
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共
助・

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の

法
的
位
置
づ
け

地
域
に
お
け
る

減
災
の
課
題

2013年の災害対策基本法
改正で、市町村長はこのよ
うな「避難行動要支援者名
簿」の作成を義務づけられ
た。ここで避難支援を期待
されているのは、市町村で
はなく地域コミュニティであ
り、避難支援等関係者とし
て自主防災組織が含まれ
ていることに注目したい。

「避難行動要支援者名簿」の例

「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」（内閣府、2013年）より転載

　
災
対
法
は
、
１
９
６
２
年
当
時
の
、

縦
割
り
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
災
害

対
応
を
克
服
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
行
政
の
行
政
に

よ
る
行
政
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
性
格
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
大
改
正
に
よ
っ
て
、
被
災
者
へ
の
個
別

的
な
配
慮
や
共
助
・
自
助
に
よ
る
防
災
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
災

対
法
は
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
要
素
が

組
み
込
ま
れ
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
に
進
化
し
た
と
い
え

ま
す
。

　
前
号
の
「
減
災
講
座
」（『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』

１
０
７
号
54
〜
57
、
58
〜
61
頁
）
に

お
い
て
、
こ
の
講
座
が
「
災
害
へ
の

し
な
や
か
な
対
応
力
・
回
復
力
〝
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・

地
域
・
社
会
を
目
指
」
す
も
の
で
あ

る
こ
と（
＊
１
）、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、共
助“

Save 
O
urselves”

の
基
盤
の
充
実
化
（
＊
２
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
議
論
（
＊
３
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」「
共
助
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
、

減
災
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
摂
で
き
る
よ
う
な
法
制
度
と
し

て
、「
災
害
対
策
基
本
法
」（
以
下
、「
災
対
法
」）
を
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
災
対
法
は
、
１
９
５
９
年
に
起
こ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
１
９
６

２
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

に
大
改
正
を
経
た
後
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
２
０
１
２
年
と
２
０

１
３
年
に
、
さ
ら
な
る
大
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
で
解
説
を
す
る

項
目
の
多
く
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
法
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
災
対
法
に
は
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
文
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
公
助
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
、
災

対
法
に
お
い
て
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
対
法
２
条
の
２
第
２
号
に
は
、
災
害
対
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「…
…

住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
及
び
自
主
防
災
組
織
（
住

民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防
災
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
。」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
自
主
防
災
組
織

を
構
成
す
る
者
」
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
防
災
会
議
の
委
員
と
し
て

参
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
災
対
法
15
条
５
項
８
号
・
16
条
６

項
）、
自
主
防
災
組
織
の
法
的
な
位
置
づ
け
の
高
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま

す
。

　
災
対
法
５
条
の
３
に
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
防
災
活
動
が
災
害
時
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
、
共
助
の
一
環
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
対
法
８
条
２
項
13
号
に
は
、
減
災
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
が
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、「
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
の
整
備
、

過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
伝
承
す
る
活
動
の
支
援
そ
の
他
国
民

の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
共
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
減
災
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
様
々
な
減
災

の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
」
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
自
分
だ
け
で
は
、
災
害
の
認
知
が
困
難
な
、

あ
る
い
は
十
分
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
等
が
で
き
な
い
人
を
指
し
ま
す
。

災
対
法
で
は
、「
要
配
慮
者
」（
８
条
２
項
15
号
）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
は
、
２
０
０
４
年
に
起
き
た
新
潟
県
三
条
水
害
を
き
っ
か
け

に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
翌
年
に
は
内
閣
府
に
よ
り
「
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
有
効
な
対
応
方
法
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
を

作
成
し
て
お
い
て
、
い
ざ
災
害
が
訪
れ
た
と
き
に
そ

れ
を
も
と
に
避
難
支
援
を
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
全
国
的
に
浸
透
し
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、災
対
法
改
正
に
よ
り
、市
町
村
長
は「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
（
災
対
法
49
条
の
10
）。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
は
、
災
害
時
要
援
護
者
よ
り
は
狭
い
概
念
で
、

「
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で

あ
つ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図

る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
。

一
見
、
市
町
村
が
そ
う
い
っ
た
要
支
援
者
を
直
接
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
、
避
難
支
援
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。
市
町
村
長
は
、「
避

難
支
援
等
関
係
者
」
に
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
避
難
支
援
等
関
係

者
と
し
て
自
主
防
災
組
織
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す

（
災
対
法
第
49
条
の
11
第
２
項
）。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
内
閣
府
が
作
成
し

た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
組
指
針
（
２
０
１
３
年
８
月
）」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
市
町

村
長
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
避
難
支
援
に
携
わ
る
の

は
地
域
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
共
助
が
な
け
れ
ば
要
支
援

者
の
避
難
支
援
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
の
取
り
組
み
を
よ
り
定
着

し
た
形
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
も
先

進
的
な
地
域
で
は
、
自
ら
で
名
簿
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
実
践
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
普
及
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
制
度
上
の

枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
大
震
災
後
の
法
改
正
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
町
村
内
の

一
定
の
地
区
の
居
住
者
及
び
事
業
者
（
地
区
居
住
者
等
）
が
、「
地
区
防

災
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
形
式
的
に
は
、

市
町
村
の
防
災
会
議
に
提
案
を
し
た
上
で
、
市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
災
対
法
42
条
３
項
、
42
条
の
２
第
１

項
）。

　
地
区
防
災
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
要
支
援
者
の
避
難
支
援
対
策
の
他

に
も
、
大
都
市
圏
で
課
題
と
さ
れ
て
い
る
「
帰
宅
困
難
者
対
策
」
に
も
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
閣
府
に
よ
り
「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
４
年
３

月
）」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
的
な
事
業
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
完
成
度
の
高
い
計
画
を

画
一
的
に
地
域
に
は
め
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
人
た
ち
が

草
の
根
的
に
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
を
作
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
育
ん
で
い
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
地
区
防
災
計
画
」（http:// 

w
w
w
.chikubousai.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
地
域
で
共
有
さ
せ

た
り
、
地
域
が
自
ら
地
区
防
災
計
画
を
策
定
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
減
災
の
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
や
議
論
を
活
発
化
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
が
作

ら
れ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。

災害時の避難支援には地域コミュニティにおける共助が不可欠となった

Yam
asaki Eiichi

山
崎 

栄
一

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
准
教
授

神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
単

位
取
得
退
学
。西
九
州
大
学
、大
分

大
学
を
経
て
２
０
１
４
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
法
学（
憲
法・行
政
法・法
政

策
）。主
著
に『
自
然
災
害
と
被
災
者

支
援
』（
日
本
評
論
社
、日
本
公
共
政

策
学
会
著
作
賞
）な
ど
。

http://w
w
w
.eiichiyam

asaki.com
/



「
み
ん
な
で
つ
く
る

地
区
防
災
計
画
」

災害対策基本法に基づき、
地域ごとの防災力を
向上させるための
取り組みが期待されている。
災害対策基本法の改正に
よって、市町村内の一定の
地区の居住者及び事業者
（地区居住者等）が、「地区
防災計画」を定めることが
できるようになった。実際の
地区防災計画の作成・実
践・評価・見直しのイメージ
を、政府のガイドラインに基
づき図示した。こうして作ら
れる防災計画は、市町村の
防災会議に提案をした上
で、市町村の地域防災計
画に組み込まれることにな
る。

防災活動を行う地区住居者等の
意向反映・計画提案を
ボトムアップ型で作成する

地区防災計画に基づく防災活動の
作成・実践・評価・見直しを行い

それらを継続する

Chart

みんなでつくる地区防災計画作成への流れ

防災活動体制の

形成 継続
防災活動の

運営
ルールの
決定

活動内容・
役割分担
決定

実践

評価

計画
作成

見直し

む
す
び

団結
防災活動者の

［42条/3項］
市町村地域防災計画は、前項各
号に掲げるもののほか、市町村
内の一定の地区内の居住者及
び当該地区に事業所を有する
事業者（以下この項及び次条に
おいて「地区居住者等」という。）
が共同して行う防災訓練、地区
居住者等による防災活動に必
要な物資及び資材の備蓄、災害
が発生した場合における地区居
住者等の相互の支援その他の
当該地区における防災活動に関
する計画（同条において「地区防
災計画」という。）について定め
ることができる。

［42条の2/1項］
地区居住者等は、共同して、市
町村防災会議に対し、市町村地
域防災計画に地区防災計画を
定めることを提案することがで
きる。この場合においては、当該
提案に係る地区防災計画の素
案を添えなければならない。

［42条の2/5項］
市町村地域防災計画に地区防
災計画が定められた場合におい
ては、当該地区防災計画に係る
地区居住者等は、当該地区防災
計画に従い、防災活動を実施す
るように努めなければならない。

災害対策
基本法

昭和36年11月15日法律第223号
（最終改正：平成26年6月13日法律第67号）

災害対策基本法より
「地区防災計画」に関する
条文の抜粋

　
災
対
法
は
、
１
９
６
２
年
当
時
の
、

縦
割
り
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
災
害

対
応
を
克
服
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
行
政
の
行
政
に

よ
る
行
政
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
性
格
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
大
改
正
に
よ
っ
て
、
被
災
者
へ
の
個
別

的
な
配
慮
や
共
助
・
自
助
に
よ
る
防
災
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
災

対
法
は
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
基
本
法
」
と
い
う
要
素
が

組
み
込
ま
れ
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
法
制
度
に
進
化
し
た
と
い
え

ま
す
。

参
考
文
献

井
上
禎
男
ら
「
東
日
本
大
震
災
後
の
『
共
助
』
を
め
ぐ
る
法
制
度
設
計
の
意
義―

改

正
災
害
対
策
基
本
法
と
地
区
防
災
計
画
制
度
を
中
心
と
し
て
」（『
福
岡
大
学
法
学
論
叢

第
59
巻
１
号
』
２
０
１
４
年
、
１
〜
34
頁
）

『
自
然
災
害
と
被
災
者
支
援
』（
山
崎
栄
一
著
、
２
０
１
３
年
、
日
本
評
論
社
）

山
崎
栄
一
「
第
８
章
　
災
害
対
策
基
本
法
の
見
直
し
」（『
防
災
・
減
災
の
た
め
の
社
会
安

全
学
』
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
編
、
２
０
１
４
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
１
４
１
〜
１
５

７
頁
）

　
前
号
の
「
減
災
講
座
」（『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』

１
０
７
号
54
〜
57
、
58
〜
61
頁
）
に

お
い
て
、
こ
の
講
座
が
「
災
害
へ
の

し
な
や
か
な
対
応
力
・
回
復
力
〝
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・

地
域
・
社
会
を
目
指
」
す
も
の
で
あ

る
こ
と（
＊
１
）、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、共
助“

Save 
O
urselves”

の
基
盤
の
充
実
化
（
＊
２
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
議
論
（
＊
３
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」「
共
助
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
、

減
災
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
摂
で
き
る
よ
う
な
法
制
度
と
し

て
、「
災
害
対
策
基
本
法
」（
以
下
、「
災
対
法
」）
を
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
災
対
法
は
、
１
９
５
９
年
に
起
こ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
１
９
６

２
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

に
大
改
正
を
経
た
後
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
２
０
１
２
年
と
２
０

１
３
年
に
、
さ
ら
な
る
大
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
で
解
説
を
す
る

項
目
の
多
く
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
法
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
災
対
法
に
は
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
文
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
公
助
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
、
災

対
法
に
お
い
て
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
対
法
２
条
の
２
第
２
号
に
は
、
災
害
対
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「…
…

住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
及
び
自
主
防
災
組
織
（
住

民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防
災
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
。」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
自
主
防
災
組
織

を
構
成
す
る
者
」
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
防
災
会
議
の
委
員
と
し
て

参
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
災
対
法
15
条
５
項
８
号
・
16
条
６

項
）、
自
主
防
災
組
織
の
法
的
な
位
置
づ
け
の
高
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま

す
。

　
災
対
法
５
条
の
３
に
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
防
災
活
動
が
災
害
時
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
、
共
助
の
一
環
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
対
法
８
条
２
項
13
号
に
は
、
減
災
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
が
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、「
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
の
整
備
、

過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
伝
承
す
る
活
動
の
支
援
そ
の
他
国
民

の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
共
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
共
助
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
減
災
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
様
々
な
減
災

の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
」
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
自
分
だ
け
で
は
、
災
害
の
認
知
が
困
難
な
、

あ
る
い
は
十
分
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
等
が
で
き
な
い
人
を
指
し
ま
す
。

災
対
法
で
は
、「
要
配
慮
者
」（
８
条
２
項
15
号
）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
は
、
２
０
０
４
年
に
起
き
た
新
潟
県
三
条
水
害
を
き
っ
か
け

に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
翌
年
に
は
内
閣
府
に
よ
り
「
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
有
効
な
対
応
方
法
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
を

作
成
し
て
お
い
て
、
い
ざ
災
害
が
訪
れ
た
と
き
に
そ

れ
を
も
と
に
避
難
支
援
を
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
全
国
的
に
浸
透
し
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、災
対
法
改
正
に
よ
り
、市
町
村
長
は「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
（
災
対
法
49
条
の
10
）。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
は
、
災
害
時
要
援
護
者
よ
り
は
狭
い
概
念
で
、

「
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で

あ
つ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図

る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
。

一
見
、
市
町
村
が
そ
う
い
っ
た
要
支
援
者
を
直
接
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
、
避
難
支
援
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。
市
町
村
長
は
、「
避

難
支
援
等
関
係
者
」
に
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
避
難
支
援
等
関
係

者
と
し
て
自
主
防
災
組
織
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す

（
災
対
法
第
49
条
の
11
第
２
項
）。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
内
閣
府
が
作
成
し

た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
組
指
針
（
２
０
１
３
年
８
月
）」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
市
町

村
長
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
避
難
支
援
に
携
わ
る
の

は
地
域
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
共
助
が
な
け
れ
ば
要
支
援

者
の
避
難
支
援
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
の
取
り
組
み
を
よ
り
定
着

し
た
形
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
も
先

進
的
な
地
域
で
は
、
自
ら
で
名
簿
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
実
践
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
普
及
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
制
度
上
の

枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
大
震
災
後
の
法
改
正
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
町
村
内
の

一
定
の
地
区
の
居
住
者
及
び
事
業
者
（
地
区
居
住
者
等
）
が
、「
地
区
防

災
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
形
式
的
に
は
、

市
町
村
の
防
災
会
議
に
提
案
を
し
た
上
で
、
市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
災
対
法
42
条
３
項
、
42
条
の
２
第
１

項
）。

　
地
区
防
災
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
要
支
援
者
の
避
難
支
援
対
策
の
他

に
も
、
大
都
市
圏
で
課
題
と
さ
れ
て
い
る
「
帰
宅
困
難
者
対
策
」
に
も
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
閣
府
に
よ
り
「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
４
年
３

月
）」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
的
な
事
業
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
完
成
度
の
高
い
計
画
を

画
一
的
に
地
域
に
は
め
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
人
た
ち
が

草
の
根
的
に
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
を
作
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
育
ん
で
い
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
地
区
防
災
計
画
」（http:// 

w
w
w
.chikubousai.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
地
域
で
共
有
さ
せ

た
り
、
地
域
が
自
ら
地
区
防
災
計
画
を
策
定
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
減
災
の
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
や
議
論
を
活
発
化
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
が
作

ら
れ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。
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